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平成27年１月19日 

各 位 

会 社 名 株式会社京王ズホールディングス 

代 表 者 名 代表取締役社長 長野 成晃  

 （コード：3731 東証マザーズ） 

問い合せ先 人 事 法 務 部  法 務 広 報 課 

 （ T E L： 0 2 2 - 7 2 2 - 0 3 3 3）  

 

（訂正）有価証券報告書等の訂正報告書および平成 27 年３月期第４四半期報告書の提出

ならびに過年度決算短信等の訂正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 27 年１月 15 日付「有価証券報告書等の訂正報告書および平成 27 年３月

期第４四半期報告書の提出ならびに過年度決算短信等の訂正に関するお知らせ」において

お知らせした内容につきまして、一部誤記の訂正がございますので、下記のとおりお知ら

せいたします。 

なお、訂正箇所には下線を付しております。 

記 

 

１．本文に関する訂正事項 

 

４頁目…訂正箇所２か所 

【訂正の主な理由および内容一覧】 

 (１) 当社の過去の一部役員（以下「対象役員」といいます。）および元社長に対し

て役員報酬の名のもとで行われた資金の支払いの一部又は大部分を役員報酬と

して計上することの妥当性について 

  ① 訂正の主な理由 

   （中略） 

  ② 訂正の主な内容 

 （訂正前） 

    以上により、平成 24 年 10 月期（第 20 期）第１四半期から平成 27 年３月期

（第 22 期）第３四半期までの全会計期間（自 平成 23年 11 月１日 至 平成

26 年７月 31 日）にわたって、役員報酬等として計上されていた金額のうち 191

百万円を不明支出金損失として特別損失に計上する旨の訂正を行いました。 

 

 （訂正後） 

  以上により、平成 24 年 10 月期（第 20 期）第１四半期から平成 27 年３月期

（第 22 期）第２四半期までの全会計期間（自 平成 23年 11 月１日 至 平成

26 年４月 30 日）にわたって、役員報酬等として計上されていた金額のうち 191

百万円を不明支出金損失として特別損失に計上する旨の訂正を行いました。 
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８頁目…訂正箇所１か所 

  【訂正の主な理由および内容一覧】 

（５） 当社の特定株主および同人の個人会社複数社に対する貸付金に関する貸倒引

当金の計上時期およびその額に関する妥当性について 

  ① 訂正の主な理由 

  （中略） 

  ②  訂正の主な内容 

（訂正前） 

      以上により、平成 27 年３月期（第 22 期）第１四半期において本件貸付金

にかかる貸倒引当金の計上処理を取り消したうえで、平成 25 年 10 月期（第 

21 期）第１四半期に、本件貸付金にかかる貸倒引当金として 162 百万円を特

別損失に追加計上する旨の訂正を行いました。 

 

    （訂正後） 

      以上により、平成 27 年３月期（第 22 期）第１四半期において本件貸付金

にかかる貸倒引当金の計上処理を取り消したうえで、平成 24 年 10 月期（第 

20 期）通期に、本件貸付金にかかる貸倒引当金として 162 百万円を特別損失

に追加計上する旨の訂正を行いました。 

 

２．別紙に関する訂正事項 

 

11 頁目…訂正箇所１か所 

（別紙）各連結累積期間における連結業績および個別業績への影響 

（訂正前） 

平成24年10月期 

(第 20 期)通期 

 

売上高 13,950 13,950 ― 

営業利益 432 458 25 

経常利益 398 387 25 

当期純利益 343 199 △144 

総資産 5,905 5,748 △156 

純資産 2,439 2,284 △154 

 

（訂正後） 

平成24年10月期 

(第 20 期)通期 

 

売上高 13,950 13,950 ― 

営業利益 432 458 25 

経常利益 398 387 △12 

当期純利益 343 199 △144 

総資産 5,905 5,748 △156 

純資産 2,439 2,284 △154 

以上 

 


